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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムで使用するリアルタイム課金システムであって、前記リアルタイム課金シ
ステムは、コンピュータを備え、前記コンピュータは、
　要求サービスのためにサービス要求を処理するサービスロジックと、
　複数の評価ルールと、
　前記サービスロジックと通信して、前記サービス要求内の情報、ネットワーク供給デー
タ、構成データ、および加入者データに基づくタグと、前記複数の評価ルールの少なくと
も１つとに基づいて前記要求サービスの料金を決定する評価エンジンと、
　前記要求サービスの残高を追跡するための１つまたは複数の残高バケットと前記要求サ
ービスの利用を追跡するための１つまたは複数の利用バケットであって、前記１つまたは
複数の残高バケットと１つまたは複数の利用バケットは、前記複数の評価ルールに基づく
ものである前記要求サービスの残高を追跡するための１つまたは複数の残高バケットと前
記要求サービスの利用を追跡するための１つまたは複数の利用バケットと
　を備えるように構成され、
　前記評価エンジンは、所定の口座の活動に対するボーナスに基づいて、追加の残高バケ
ットと追加の利用バケットとを生成するように構成される
　ことを特徴とするリアルタイム課金システム。
【請求項２】
　１つまたは複数の残高バケットと１つまたは複数の利用バケットとは、加入するサービ
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スタイプに対応することを特徴とする請求項１に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項３】
　前記サービス要求は一種のサービス向けであり、同一サービスタイプに対する追加のサ
ービス要求を、前記同一サービスタイプに対するバケットにより追跡したことを特徴とす
る請求項２に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項４】
　前記１つまたは複数の残高バケットの１つと前記１つまたは複数の利用バケットの１つ
とは音声サービス向けであり、前記１つまたは複数の残高バケットのうち別のものと前記
１つまたは複数の利用バケットのうち別のものとはショートメッセージサービス（ＳＭＳ
）向けであることを特徴とする請求項２に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項５】
　音声サービス向けの前記１つの残高バケットと音声サービス向けの前記１つの利用バケ
ットとをサービス時間で示したことを特徴とする請求項４に記載のリアルタイム課金シス
テム。
【請求項６】
　ＳＭＳ向けの前記残高バケットとＳＭＳ向けの前記利用バケットとをＳＭＳメッセージ
の数で示したことを特徴とする請求項４に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項７】
　前記コンピュータは、前記１つまたは複数の加入者のグループ向けである、１つまたは
複数の共有残高バケットと１つまたは複数の共有利用バケットとを備え、前記加入者グル
ープ内の少なくとも１つの加入者向けの少なくとも１つの残高バケットと少なくとも１つ
の利用バケットとは、前記加入者グループ向けの少なくとも１つの前記共有残高バケット
と少なくとも１つの前記共有利用バケットとより低い階層レベルにあることを特徴とする
請求項１に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項８】
　少なくとも１つの前記残高バケットは有効期限日に関連付けられることを特徴とする請
求項１に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項９】
　少なくとも１つの利用バケットはリセット日に関連付けられることを特徴とする請求項
１に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項１０】
　前記コンピュータは、１つまたは複数の通信ネットワークと通信するためのネットワー
クインタフェースリソースをさらに備える請求項１に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項１１】
　１つまたは複数の残高バケットを、初期プロビジョニング、口座の有効化、ボーナスの
提供、定期課金、バウチャの補填、外部支払いゲートウェイ、ウェブベースの自己管理ア
プリケーション、および顧客サービスレプレゼンテーションのうちの少なくとも１つによ
り生成したことを特徴とする請求項１に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項１２】
　前記コンピュータは、１つまたは複数の残高バケットの残高を増やすための外部バウチ
ャデータベースシステムと通信する手段をさらに備える請求項１に記載のリアルタイム課
金システム。
【請求項１３】
　前記サービスロジックは、前記サービス要求の時刻に基づいて前記サービス要求が許容
されるかどうかを示すように構成されたカレンダ式の制限集合にアクセスするように構成
されることを特徴とする請求項１に記載のリアルタイム課金システム。
【請求項１４】
　リアルタイム課金システムを使用して、通信システムにおいて、サービスに課金する方
法であって、
　リアルタイム課金システムにより、要求サービスのためにサービス要求を受信するステ
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ップであって、リアルタイム課金システムは、複数の評価ルールにアクセスできるように
構成されるステップと、
　複数の評価ルールの少なくとも１つ、及び、タグに基づいて、リアルタイム課金システ
ムにより、前記要求サービスの料金を決定するステップであって、前記タグは、前記サー
ビス要求の情報と、ネットワーク供給データと、構成データと、加入者データとに基づく
ものであるステップと、
　リアルタイム課金システムに、前記複数の評価ルールの少なくとも１つに応じて、前記
要求サービスの残高を追跡するための１つまたは複数の残高バケットと、前記要求サービ
スの利用を追跡するための１つまたは複数の利用バケットとを生成させるステップと
　を備え、
　さらに、所定の口座の活動に対するボーナスに基づいて、追加の残高バケットと追加の
利用バケットとを生成するステップを備えることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記要求サービスに関する通話詳細レコードを生成するステップをさらに備える請求項
１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記サービス要求の時刻とカレンダ式の制限集合とに基づいて前記サービス要求が許容
されるかどうかを示すステップをさらに備える請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　加入者のグループ向けの１つまたは複数の共有残高バケットと１つまたは複数の共有利
用バケットとを生成するステップであって、前記加入者グループ内の少なくとも１つの加
入者向けの少なくとも１つの残高バケットと少なくとも１つの利用バケットとは、前記加
入者グループ向けの少なくとも１つの前記共有残高バケットと少なくとも１つの前記共有
利用バケットとより低い階層レベルにあることを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
　１つまたは複数の前記残高バケットは有効期限日に関連付けられ、その有効期限日より
後では任意の残りの残高を使用できないことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　それぞれの利用バケットはリセット日に関連付けられることを特徴とする請求項１４に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一般に無線および有線通信ネットワークの領域に関し、具体的にはそのネット
ワークの利用に対して加入者に課金するサービスの生成および実装に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線の音声サービスおよびデータサービスのような通信サービスを提供する通信ネット
ワークの運営者は、プリペイド口座およびポストペイド口座の両方に関する重大な競合に
直面している。この高度に競争的な業界において新規加入者を引き付け、既存の加入者を
つなぎ留めるため、通信ネットワークの運営者またはサービスプロバイダは様々なサービ
スをタイムリーに導入できなければならない。新規サービスの実装において重要な要素は
、市場に対するサービスプロバイダのアプローチと競争相手が提供するものとに基づいて
、サービスの提供を迅速に変更する能力である。サービスプロバイダは競争相手の変更に
対して様々な方法で対応することができる。その方法には、プロバイダのサービスの機能
とオプションを再構成すること、プロモーションを出すこと、ボーナスを提供すること、
ロイヤリティプログラムを提供することが含まれる。従って、新規および既存のサービス
に対する評価プランとプロモーションとを、長期の開発サイクルを招くことなく、または
他の無関係なサービスの料金パラメータを修正する必要なく、生成および修正する能力を
有することが非常に重要である。
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【０００３】
　通信サービスプロバイダは、サービスの評価および課金に対するパラダイムを再考して
おり、現行の「均一料金」または「メガバイト単位」の方式から脱却したいと思っている
。サービスのコンテンツタイプおよび品質を考慮し、さらなる価値を加入者に提供可能な
より動的な評価システムが、新規サービスへの要望をサポートするのに必要である。最大
限の収入見込みを実現するためには、新規サービスの料金が、加入者が認識するその価値
に基づくことが肝要である。残念なことに、現在では、対応するサービスの評価および課
金システムをアップグレードして新規サービスに別方式で課金できる前に市場がその新規
サービスに対して準備できているので、サービスプロバイダが新規サービスを均一料金で
導入しなければならないことがよくある。
【０００４】
　評価エンジンはリアルタイム方式で実施できなければならず、および同時に、評価エン
ジンにより新規の評価プランおよびプロモーションを単純でタイムリーに実装できなけれ
ばならない。ルールベースの評価システムにより、ユーザは新たに提供するものを追加で
き、単純に評価ルールを追加および修正することにより既に提供しているものを変更する
ことができる。しかしながら、リアルタイムの効率性を得るために、ルール言語は制限的
であることがよくある。１つの代替手段は関数的な評価であり、この評価では、数学関数
、式、ならびにルールの条件および価格決定コンポーネントを含むテーブル参照を使用す
る。ルール言語に関数的な評価を取り込むことにより、価格決定ポリシーを実装するのに
必要なルールの数を大幅に減らすことができ、実行可能コードを修正する必要なく複雑な
ルールの表現が可能となる。
【０００５】
　さらに、通信ネットワークの運営者およびサービスプロバイダは回線交換からパケット
ベースの次世代ネットワークに移行しているので、それらの課金基盤は既存のサービスを
サポートするだけでなく、ＩＰドメインで利用可能な新規機能も含まなければならない。
従って、音声、ＳＭＳ（ｓｈｏｒｔ　ｍｅｓｓａｇｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ）およびデ
ータ／デジタルコンテンツを纏めてサポートする１つのソリューションが必要である。プ
ラットフォームはプリペイドおよびポストペイドの環境の両方で動作すべきであり、回線
交換（ＳＳ７）およびＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）の両方に対して課金で
きなければならない。
【０００６】
　さらに、サービスプロバイダは加入者に対して複数の口座またはカウンタを定義する必
要があることがよくあり、複雑なプリペイドおよびポストペイド課金アプリケーションで
は複数の加入者の口座およびカウンタを同時に処理する必要性がある。現在では、固定の
ユーザの口座またはカウンタ、およびハードコードされた固定数の口座残高および利用カ
ウンタを使用する他の課金システムのみが、課金アプリケーションにおいて利用可能であ
る。これらの口座およびカウンタは、フリーＳＭＳに対する１つの口座向け、および月次
のＳＭＳ利用に対するカウンタ向けといった、その元々の意図した目的に対して利用でき
るに過ぎない。従来はこれらの口座およびカウンタはハードコードされているので、全て
の新規サービス機能またはビジネス提供に対してソフトウェアの修正が必要である。これ
は、今日の急速に変化するビジネスニーズに対しては不十分なソリューションである。
【０００７】
　特に無線電話サービスに対して、日および／または週の中で発信または着信できる回数
を制限する必要性がさらに存在する。これらのカレンダ制限を選択的にバイパスし、制限
期間中でもある特定の番号への発着信を可能とする必要もある。２つの一般的な例を次に
示す。第１の例では、親が自分の子供に携帯電話を与えたいが、子供がその電話を授業時
間中、礼拝時間中、夕食時、または夜遅くに使用して欲しくないかもしれない。しかしな
がら、親はどのようなカレンダ制限にも無関係に、子供の携帯電話に常に発信できる機能
も欲しいかもしれない。親は祖父母、隣人、または特定の他者との発着信が常に可能であ
ることも望むかもしれない。第２の例では、雇用者が自身の従業員に携帯電話を与えたい
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が、従業員が休憩時間中または週末に個人利用目的で使用して欲しくないかもしれない。
しかしながら、雇用者は制限期間中でも、ビジネスに関連するある特定の番号への発着信
が常に可能であることを望むかもしれない。
【０００８】
　従って、常に可能である、即ちカレンダ制限をバイパスする番号のリストが、様々な階
層レベルの番号に対して構成可能であるべきである。例えば、その番号リストを、サービ
スプロバイダの加入者の全てに渡って、特定のプラン内にある全ての加入者に渡って、ま
たは個々の加入者レベルで、構成することができる。
【０００９】
　従って、特に例えばプリペイドの無線リアルタイム電話サービスが、様々な口座、カウ
ンタ、または他のエンティティを用いて、特に様々な階層レベルで利用に対して課金およ
び／または追跡できる必要がある。この機能は、ある特定の口座が家族単位のレベルで適
用され、一方で他の口座が個々の家族メンバのレベルで適用される場合、家族に対して特
に有用である可能性がある。この機能はさらに、ある特定の口座が組織単位または部門単
位のレベルで適用され、一方で他の口座が個々の従業員のレベルで適用される場合、企業
の従業員に対しても有用である可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　他者はこの問題を、リアルタイムに近いがリアルタイムではない可能性があるバックオ
フィスシステムを使用して解決した。これらのシステムは、ネットワーク生成データを使
用する。このネットワーク生成データは通話／セッション／イベントの終了後に何らかの
頻度で配信されて機能を分析し、その料金を適切な口座またはエンティティに割り当てる
。幾つかの機能、例えば、通話／セッション制御を、非リアルタイムシステムで行うこと
は決してできない。他の機能、例えば口座またはエンティティによる利用の追跡および管
理は、非リアルタイムだがあまり有効ではない。
【００１１】
　最後に、発信者および／または受信者の身分に基づいて請求を決定できることが望まし
い。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、リアルタイムシステムにおける様々な階層レベルの複数のバケットに渡って
利用に対して課金および追跡するシステムおよび方法を提供する。このソリューションは
２つの異なる種類のバケットを提供する。利用バケットはそれぞれの事前設定サイクル、
例えば、日次、週次、月次、年次、等の開始時に零にリセットされ、値がカウントアップ
または増加されて利用量をリアルタイムに追跡する。残高バケットは（例えば、手動トッ
プアップ、自動月次配分、等に基づいて）何らかの値に設定され、実際の利用量に基づい
て初期値にカウントダウンまたは減少させられる。このソリューションでは、様々なサー
ビスに対して利用を追跡および／または課金し、様々な利用を様々な階層レベルで追跡お
よび／または課金できるように、複数の利用および残高バケットを定義することができる
。
【００１３】
　さらに、本発明はネットワークスイッチとオフボードサーバ（例えば、Ｔｅｌｃｏｒｄ
ｉａのＣｏｖｎｅｒｇｅｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｅｒ）の間で信号処理（
例えば、ＳＳ７）を使用する方法を提供し、カレンダ制限と選択的なバイパス機能とを実
装する。さらに、エンドユーザがこれらのサービスを管理する能力も提供する。
【発明の効果】
【００１４】
　通話評価エンジンをサービスロジックまたは通話処理システムと密接に関連付けること
により、本発明は複数の評価ルールを生成することができる。その複数の評価ルールは、
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当事者のロケーションのような通話コンテクストデータ、加入者のサービスクラスに対し
て可能なサービスのようなサービス構成データ、およびサービスクラスのような加入者デ
ータのうち任意のものをリアルタイムに評価ルールから参照することができる。通話プロ
セスと評価との間の、それらの２つの間で渡すべき固定データを必要としない柔軟なイン
タフェースが生成される。また、このルールベースのリアルタイム課金システムでは、バ
ケットと呼ばれる一般的なエンティティを使用して、口座情報を追跡し、および／または
利用タイプをカウントし続ける。バケットにより運営者は口座および利用カウンタ、なら
びにそれらの使用方法を評価ルールの一部として定義することができる。これらのバケッ
トの使用方法を評価ルール内で定義し、従って加入者口座および利用カウンタの制御がネ
ットワークの運営者に移る。結果として、新規カウンタが新規ビジネスを満足する必要性
を運営者が認識すると、運営者はそのカウンタとその対応バケットに対する評価ルールを
定義するだけでよい。
【００１５】
　本発明は、２００６年５月２６日出願の米国仮特許出願６０／８０８，６６７、２００
６年５月２６日出願の米国仮特許出願６０／８０８、６７０、及び２００６年５月２６日
出願の米国仮特許出願６０／８０８、７１２の利益を主張する。それぞれの仮特許出願の
内容と開示の全体を本明細書では引用により取り込む。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明のシステムの実施形態を実装するネットワークアーキテクチャ全体を示す
図である。
【図２】本発明を実装するネットワークにおけるデータフローを示す図である。
【図３】本発明の実施形態に従う残高バケットデータベースを示す図である。
【図４】本発明の実施形態に従う利用バケットデータベースを示す図である。
【図５】本発明の実施形態に従う階層バケットを示す図である。
【図６】本発明の実施形態に従う選択的バイパス付きのカレンダ制限を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１を参照する。リアルタイム課金システム（ＲＣＳ）１０は、１つまたは複数の汎用
目的コンピュータ上に実装した一連のコンピュータソフトウェアおよびデータベースであ
る。ＲＣＳ１０は一連の評価ルール１２、顧客データベース１４、ＥＤＢバウチャデータ
ベース１６およびネットワークインタフェースリソース１８、さらに図２に示し以下でさ
らに議論するサービスロジック４６および評価エンジン４８を含む。ＲＣＳ１０をＣＡＳ
（Ｃｏｎｖｅｒｇｅｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｅｒ）またはＳＣＰ（Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｏｉｎｔ）の一部として実装することができる。それらの
両方は業界で公知である。
【００１８】
　評価ルールデータベース１２はＲＣＳ１０がアクセスして音声電話、ＳＭＳメッセージ
、着メロダウンロード、または顧客（加入者とも称する）に提供される他のサービスの費
用を規定するための一連のルールを含む。顧客または加入者データベース１４を用いて、
加入者のプロフィールに関する情報を保持する。その情報には、顧客に利用可能なサービ
スに関する情報ならびにＦ＆Ｆ（Ｆｒｉｅｎｄｓ　＆　Ｆａｍｉｌｙ）のような顧客の個
人的な嗜好およびプログラムに関する情報が含まれる。ＥＤＢバウチャデータベース１６
は、顧客／加入者が使用してサービスを決済できるバウチャに関する情報を保持する。Ｅ
ＤＢバウチャデータベース１６を以下でさらに説明する。
【００１９】
　ＲＣＳ１０は、複数のバックオフィスシステム２０と通信する。そのバックオフィスシ
ステム２０には、データウェアハウス２２、請求システム２４、およびＣＲＭ（ｃｕｓｔ
ｏｍｅｒ　ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ　ｍａｎａｇｅｒ）システム２６が含まれるがこれ
らに限らない。データウェアハウス２２は、ＣＤＲ（ｃａｌｌ　ｄｅｔａｉｌ　ｒｅｃｏ
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ｒｄ）および測定データのデータベースである。本発明の好適な実施形態では、ＳＱＬｎ
ｅｔをデータウェアハウス２２により使用してＣＤＲおよび測定データをＲＣＳ１０から
取り出す。あるいは、ＣＤＲをＡＳＣＩＩフォーマットで書くことができ、ｆｔｐ（ｆｉ
ｌｅ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）を用いて取り出すことができる。請求シス
テム２４は、通信サービスに対して、顧客／加入者に送信できるような、人間が読み取り
可能な請求用紙、またはその他の種類のものを生成するシステムである。ＣＲＭシステム
２６は、加入者の初期プロビジョニングに使用される顧客関係管理システムである。本シ
ステムの好適な実施形態では、ＲＣＳ１０からＣＲＭシステム２６へのＳＰＡＣＥ　ＩＤ
Ｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ（ＳＩＩ）およびオープンソースのＣＯＲＢＡ（Ｃｏｍｍｏｎ　
Ｏｂｊｅｃｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｂｒｏｋｅｒ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）インタフェ
ースがサポートされる。以降の口座の更新に対して、ＣＲＭシステム２６内の情報をＩＳ
Ａ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｃｅｓｓ）インタフェースを用いて修
正することができる。
【００２０】
　ＲＣＳ１０は、ＳＳ７インタフェース２８およびＩＰインタフェース３０を含むネット
ワークインタフェースリソース１８を介して複数のネットワークと通信する。ＲＣＳ１０
は、ＩＮＡＰ（Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐ
ａｒｔ）およびＡＩＮ（Ａｄｖａｎｃｅ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）メ
ッセージングを介して１つまたは複数の固定の有線ネットワーク３２と通信する。ＲＣＳ
１０は、ＩＮＡＰ、ＭＡＰ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）、ＣＡ
Ｐ（Ｃｕｓｔｏｍｉｚｅｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｎｅｔｗ
ｏｒｋ　Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｌｏｇｉｃ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ）、ＷＩＮ
（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）およびＡＮＳＩ４１メ
ッセージを介して第２世代（２Ｇ）無線ネットワーク３４と通信する。通話情報に加えて
、２Ｇ無線ネットワークはＨＬＲ（ｈｏｍｅ　ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｒｅｇｉｓｔｅｒ）デ
ータベース（図示せず）およびＳＭＣ（Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　
ｃｅｎｔｅｒ）データベース（図示せず）からの情報をＲＣＳ１０に提供する。ＲＣＳ１
０はデータ課金インタフェース（ＤＣＩ）、ＳＭＰＰ（Ｓｈｏｒｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｐ
ｅｅｒ　ｔｏ　Ｐｅｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ＳＭＴＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｍａｉｌ　Ｔ
ｒａｎｓｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）およびＧＰＲＳ（ｇｅｎｅｒａｌ　ｐａｃｋｅｔ　
ｒａｄｉｏ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を介して第３世代（３Ｇ）無線ネットワーク３５と通信す
る。ＲＣＳ１０はコンテンツサーバ、コンテンツゲートウェイサーバ、ＳＭＰＰゲートウ
ェイおよびＳＭＴＰゲートウェイと通信する。サービスプロバイダ側のＩＳＡインタフェ
ースおよびウェブポータルを介して、ＡＡＡ（Ａｕｔｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ，Ａｕｔｈｏ
ｒｉｚａｔｉｏｎ，ａｎｄ　Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ）データベース（図示せず）内の情報
に対するアクセスを与え、口座管理に使用されるウェブサーバ（図示せず）に対するアク
セスを与える。ＲＣＳ１０は、ＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌ）、ＶＸＭＬ（Ｖｏｉｃｅ　ＸＭＬ）およびＤＩＡＭＥＴＥＲメッセージング
を用いてＩＰ　ＩＭＳネットワーク３６と通信する。さらに、ＲＣＳ１０はＧＳＭ（Ｇｌ
ｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）および
ＡＮＳＩ（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｔａｎｄａｒｄｓ　Ｉｎｓｔｉｔｕ
ｔｅ）プロトコル、およびＩＰプロトコルをサポートする。
【００２１】
　図２は、本発明に従う、図１に示すＲＣＳ１０へのデータの出入りの流れを示す。サー
ビス要求３８、例えば、音声電話、メッセージ、データサービス、等をネットワーク３２
、３４、３５、３６経由でＲＣＳ１０に送信する。ネットワーク提供データ４０、構成デ
ータ４２および加入者データ４４を、サービス要求３８とともに、サービス実行者および
通話コンテクストロジックまたはサービスロジック４６により使用して特定のサービス要
求３８に対する料金を決定する。サービスロジック４６は評価エンジン４８と通信する。
評価エンジン４８は評価ルールデータベース１２からの評価ルール５０を実行して、サー
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ビス要求３８に対する料金を評価または決定する。
【００２２】
　具体的には、ＲＣＳ１０で実装したサービスロジック４６は、サービス要求３８により
提供した情報を、ネットワーク提供データ４０、例えばダイヤル番号、ロケーション、等
、構成データ４２、例えばこのサービスクラスで可能なサービス、特別な番号定義、等、
および加入者関連データまたは加入者口座情報４４とともに使用して、一連のタグ５２を
生成し評価エンジン４８への入力データとして含める。ＲＣＳ１０の評価エンジン４８は
これらのタグ５２を使用して、ルールセットまたは評価ルール５０内のどのルールがトラ
ンザクションまたは実行されたサービス要求３８に対して適用可能かを決定する。選択し
たルールを次いで優先的に処理して、どのルール要素が適用されるかを決定する。
【００２３】
　加入者レコードまたは加入者データ４４は、加入者のプリペイドプランの様々な態様を
表すデータブロックの可変集合、例えば、バケット、スクリーニングリスト、ＰＩＮ、等
から成る。それぞれのブロックは、サービスロジック４６（状態変数、スクリーニングリ
スト、等）により、または評価エンジン４８により使用できる情報を含む。加入者レコー
ド内の評価関連情報は、例えば価格プラン、活動日、等といった相対的に固定なデータと
、例えばバケット５３といった高度に可変なデータとの両方から成る。
【００２４】
　上で議論したように、サービスロジック４６はサービス要求と関連データとを、評価エ
ンジン４８が使用するタグ５２にマッピングする責任を負う。例えば、サービスロジック
４６はネットワークにより提供される現在のロケーションをゾーンにマップし、これを加
入者レコード内のホームゾーンパラメータと比較する。マッチが見つかると、適切な評価
とディスカウントルールを使用できるようにホームゾーン評価タグを設定する。同様に、
サービスロジック４６はダイヤル番号をＦ＆Ｆリスト上の番号と比較し、適切なルールが
選択されるようにＦ＆Ｆ評価タグを設定する。
【００２５】
　ＲＣＳ１０はルールベース評価エンジン４８によりバケット５３を一意に生成する。図
３および４に示すこれらのバケット５３は、口座残高を記憶するのに用いる２つの異なる
種類のコンテナである。残高バケット５４は、加入者が使うのに利用可能な離散量の通貨
（例えば、ユーロ、ドル、等）、単位（音声時間、バイト）またはイベント（ＳＭＳメッ
セージ、着メロ）を表す。残高バケット５４を使用してトップアップ、獲得報酬およびア
クティブサブスクリプションを記憶する。第２の種類のバケットである利用バケット６４
は、既に使ったお金、時間、メッセージ、または既に使ったイベントの量を表す。利用履
歴を使用してボーナスを決定することができる。これらのバケット５３は運営者により完
全に構成可能である。
【００２６】
　評価エンジン４８はバケットデータを加入者レコードから直接読み出し、一連の新規バ
ケットをバケットデルタ（ｂｕｃｋｅｔ　ｄｅｌｔａｓ）、即ち、既存のバケットに対す
る残高および利用料金情報とともに、サービスロジック４６に返す。具体的には、ＲＣＳ
１０の評価エンジン４８はサービスロジック４６に、サービス要求３８または入力データ
から得た加入者口座情報とトランザクション情報とを問い合わせる。このデータを踏まえ
て、評価エンジン４８は適切なルールをレビューして適切な評価ルール１２を見つける。
その評価ルール１２から、課金詳細、即ち、トランザクションに対する課金額を決定する
。一度決定すると、課金詳細は、バケット情報および／またはバケットデルタの形でサー
ビスロジック４６に転送され、加入者の残高および／または利用バケットを更新し、ＣＤ
Ｒを生成する。評価エンジン４８を以下でさらに詳細に説明する。
【００２７】
　評価ルール１２が新規残高バケットに対するニーズを引き起こすと、評価エンジン４８
はタイプ、量、有効期限／次のリセット日、および開始日を含む新規バケット情報を、そ
の新規バケットを生成しサービス要求３８を処理し続けるサービスロジック４６に戻す。
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新規バケットが利用カウンタである場合、その新規バケットは、評価エンジン４８が使用
してこのカウンタがどのルールに対して使用されるかを示すタイプフラグと、評価ルール
１２により決定されるようにこのカウンタがカウントしているものの量と、リセット日と
を含むことになる。例えば、カウンタが月毎に使用される音声時間をカウントしている場
合、リセット日は月の初めであろう。カウンタは必要に応じて、その日の活動の最初の通
話中にリセットされる。
【００２８】
　バケットが与えられているボーナスである場合、タイプは、このボーナスがどのサービ
スタイプに対して使用できるかを示す。値は、無料のＳＭＳまたは無料のネットワーク内
音声時間、または加入者が＄１，０００を丁度追加したため追加の＄５０のような、金銭
的な量、といったものを示す数字であることができる。
【００２９】
　開始日が未来の日であるとき、またはバケットに対する有効期限日が過ぎた場合、バケ
ットを通話の評価に使用することはできない。有効期限日を１日超過したバケットは、そ
の日の活動の最初の通話中に、猶予期間後に除去する。この活動をあらわすための特別な
ＣＤＲが生成される。
【００３０】
　それぞれの加入者は、通貨建てのコア残高バケットと呼ばれるマスタ残高バケットと、
高々２４個の追加の残高バケットとを有する。トランザクションを開始するために、コア
バケットは最小許容残高を含まなければならず、所定の最大許容残高を有することもでき
る。残りの２４個の残高バケットの各々は加入者の特定の価格プランとプロフィールとに
依存し、それらに対応する。これらの残高バケットは運営者により完全に構成可能であり
、月当たり５００分の無料時間といった加入者の残高と、１０個の無料ＳＭＳメッセージ
のようなプロモーション残高（ｐｒｏｍｏｔｉｏｎａｌ　ｂａｌａｎｃｅ）と、夜間は無
料および週末は無料のようなサブスクリプションの特徴とを表すことができる。バケット
５３は動的に生成および削除されるように設計され、従って、全ての加入者が所与のタイ
プのバケットを全ての時点で有するわけではなく、一部の加入者は一部のタイプのバケッ
トを決して有することはできない。
【００３１】
　残高バケット５４は、（ｉ）初期プロビジョニングを通して、（ｉｉ）口座の有効化中
に、（ｉｉｉ）ボーナスを与える間に、（ｉｖ）定期課金中に、（ｖ）バウチャにより、
または外部の支払いゲートウェイからの補填中に、および（ｖｉ）ウェブベースの自己管
理アプリケーションのような外部システムにより、またはＣＳＲ（ｃｕｓｔｏｍｅｒ　ｓ
ｅｒｖｉｃｅ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｖｅ）により直接、生成される。
【００３２】
　バケットは有効期限日を有し、一度有効期限日が過ぎると、バケットの残高を使用する
ことはできない。バケットタイプ毎に構成可能な、それぞれのバケットタイプに対して日
数で定義した猶予期間後に、期限切れのバケットを自動的に口座から除去する。猶予期間
により加入者は、補填のようなある特定の活動がその猶予期間内に実施される場合に、残
高を保持し有効期限を延期することができる。ＣＤＲを生成して、バケットの残高をその
削除時に記録する。
【００３３】
　残高バケットデータベースの例を図３で説明する。そのデータベースの例は、残高バケ
ット５４毎に４個のフィールドを含む。フィールド５６はバケットタイプ、またはバケッ
トタイプ識別子であり、音声、ＳＭＳ、着メロまたは他のタイプであることができる。フ
ィールド５８は分、通貨、メッセージ、ダウンロードまたは他種のカウンタでのバケット
の値または量である。フィールド６０はバケットに対する開始日、即ち、バケットの使用
が有効または可能になる日である。フィールド６２は有効期限日または、利用バケットに
対する次のリセット日である。
【００３４】
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　運営者は使用する残高バケット５４のセットと、評価エンジン４８により適用したそれ
ぞれの評価ルール５０に対するバケットから差し引く順序とを定義する。例えば、運営者
は、プロモーション残高バケットが最初に使われ、次にバケットを課金トランザクション
タイプ、例えばＳＭＳとマッチし、最後に、全ての他の適切なバケットが使われるとコア
残高バケットに課金すると定義することができる。評価ルール５０によりさらに、トラン
ザクション中にそれぞれのバケットに対して引き当てた最小残高を指定する。そのときデ
フォルトは零である。
【００３５】
　図３の実施形態は、４個の特性、即ちバケットタイプ５６、量５８、開始日６０および
有効期限日６２を有する残高バケット５４を示す。バケット「タイプ」５６はバケットの
コンテンツを記述する文字列名であり、これらの識別子をサービスプロバイダにより生成
し、評価ルール５０内で使用する。バケットタイプ５６はバケットが含む残高の種類、例
えば、通貨、時間、ＳＭＳメッセージ、ボーナスの通貨、ボーナスのＳＭＳメッセージ、
ボーナスの単位、等を特定する。「量」５８は残高、即ち、バケット内で利用可能な時間
数、通貨数、等を含む。「開始日」６０は、バケットのコンテンツが使用可能となる日で
あり、「有効期限日」６２はバケットのコンテンツが利用不能となる日である。有効期限
日が異なる同一バケットタイプ、または開始日が異なるが有効期限日が同じである同一バ
ケットタイプから成る複数のバケットが共存することができる。例えば、同じバケットタ
イプの複数のプロモーション残高により、今週は１回の着メロが無料、および今月は１０
回の着メロが無料といった、複数の期限付きボーナスを定義することができる。同じタイ
プのバケットは、最も早い開始日から最も早い有効期限日への順序で使用される。
【００３６】
　利用バケット６４または履歴カウンタは、既に使った量を表す。利用バケット６４は利
用タイプを分離し、加入者に与えられるボーナスおよびディスカウントを決定するために
使用される。高々２５個のこれらの利用バケット６４が存在することができ、残高バケッ
ト５４のように、その全ては運営者により完全に定義可能である。図４に示す実施形態で
は、利用バケット６４はバケットタイプ６６、次のリセット日６８および量７０の３つの
特性を有する。それぞれの利用バケットタイプ６６に対して、期間および有効期限日の２
つの特性を設定することができる。利用バケット「タイプ」６６は、バケットが含む利用
タイプ、例えば、通貨、時間、ＳＭＳメッセージ、ボーナス通貨、ボーナス単位、等を特
定する。「次のリセット日」６８を使用して、月次利用バケットに対して利用カウントが
零にリセットされる月の日を特定する。「量」７０は特定期間内の現在の利用量である。
「期間」は、カウントを保持する時間量、例えば、日次、過次、月次または年次である。
バケットは、特定期間内に発生する第１のトランザクションでリセットされる。「有効期
限日」は、バケットが削除される日である。残高バケット５４のような利用バケット６４
は動的に生成および削除される。残高バケット５４と同様に、特定の加入者は全てのタイ
プの利用バケット６４を使用できるわけではない。
【００３７】
　上述のように、追跡および意思決定を非リアルタイムのみで行った前のソリューション
とは対照的に、ＲＣＳ１０は動作中にリアルタイムでバケットの使用を通して加入者およ
び口座の利用を追跡し、それらに関して意思決定する。さらに、このソリューションでは
個々の加入者バケットを管理するだけでなく、複数の加入者に対するバケット階層を１つ
の口座で管理することもできる。階層バケットの１つの例では、メッセージのアドレスに
基づいて、子供の利用を親のバケットまたはその子供のバケットの何れかに課金すること
ができる。親は自宅への電話を親のバケットに課金し、友達への電話を子供のバケットに
課金したいかもしれない。第２の例では、利用を家族に対して、家族内のバケット全部の
和として追跡することができる。
【００３８】
　従って、リアルタイムソリューションにより非リアルタイムソリューションに関連する
詐欺または誤情報のリスクが軽減される。例えば、子供が１日当たり１５個のテキストメ
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ッセージという制限を有し、非リアルタイムシステムがテキストメッセージを追跡してい
る場合、子供は１５分間のようなある追跡期間の終わりに１４個のメッセージにあること
ができ、従ってトランザクションの継続は妨げられないであろう。しかしながら、子供は
容易に別の１０個のテキストメッセージを次の１５分、または次の追跡期間に送信するこ
とができ、従ってその場合は可能な１５個のテキストメッセージではなく２４個のテキス
トメッセージを送信したことになるであろう。従って、要求した管理がサービスにより提
供されなかったので親は不満である可能性がある。さらに、親には所望の制限を越えて追
加料金が課金されるかもしれず、その親はこの追加料金を払いたくないかもしれない。プ
リペイドの環境、または非リアルタイムの追跡環境では、購入した１５個のメッセージの
制限を越える追加の９個のメッセージの費用を取り戻す方法はない。
【００３９】
　バケット階層により課金および料金管理が柔軟になり、これは階層なしでは不可能であ
る。例えば、トランザクションのタイプおよびアドレスに基づいて指定のトランザクショ
ンの課金を指定のバケットに行うことは、階層的ソリューションなしには不可能である。
【００４０】
　図５は共有グループ口座（Ｘ）７２を示す。共有グループ口座（Ｘ）７２は２つの個別
加入者口座（１および２）７６および７６で生成し、それらを共有グループ口座（Ｘ）に
リンクしてバケット階層を示す。それぞれの個別加入者口座７６，７６は、それに関連す
る複数の残高バケット７８と利用バケット８０と有する。さらに、共有グループ口座７２
は、それに関連する幾つかの共有残高バケット８２と共有利用バケット８４とを有する。
階層バケット構造の強度を、評価ルールを音声電話に対して定義する以下の方法の例で実
証することができる。加入者１が発信／着信すると、残高バケット７８、８２を以下のよ
うに減らす。事前指定のリスト上の番号に対する発信／着信である場合、グループ口座Ｘ
レベル７２にある共有音声残高バケット８２から時間を差し引くことを試みる。その残高
バケットが空である場合、次に加入者口座１レベル７６にある個別音声残高バケット７８
から時間を差し引くことを試みる。その残高バケットが空である場合、次に加入者口座１
レベル７６にある個別トップアップ残高バケット７８から＄０．１５／分の割合で金額を
差し引く。
【００４１】
　事前指定のリスト上にない番号へ発信／着信である場合、加入者口座１レベル７６にあ
る個別音声残高バケット７８から時間を差し引く。残高バケットが空である場合、次に加
入者口座１レベル７６にある個別トップアップ残高バケット７８から＄０．２０／分の割
合で金額を差し引く。
【００４２】
　加入者１が発信または着信する場合、利用バケット８０、８４を以下のように増やす。
毎分の音声利用の結果、グループ口座Ｘレベル７２にある共有音声利用バケット８４およ
び加入者口座１レベル７６にある個別音声残高バケット８０の両方で１分が増やされる。
【００４３】
　同様なルールをＳＭＳ、コンテンツ、および他のバケットタイプ、例えばＭＭＳ（ｍｕ
ｌｔｉｍｅｄｉａ　ｍｅｓｓａｇｉｎｇ　ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＬＢＳ、等に適用すること
ができる。さらに、複数の残高および利用バケットを加入者レベルおよびグループレベル
で定義でき、利用量をこれらの残高バケットおよび利用バケットに適用する方法に対して
複数の評価ルールを書くことができるので、様々な階層レベルで利用を追跡し課金する方
法には事実上無限の可能性がある。
【００４４】
　評価エンジン４８はルール言語での関数表現およびテーブル参照を使用する。関数評価
により、実行可能コードを必要とせずに複雑な評価ルールを書くことができる。ＲＣＳ１
０はルールエディタ、ＧＵＩ（ｇｒａｐｈｉｃａｌ　ｕｓｅｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）を
含む。ＧＵＩは、価格プランを作成するルールをサービスプロバイダが参照、発見、生成
、および修正する簡単で柔軟な方法を提供する。新規価格プランを生成して、現在加入者
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向けに実装されている既存のプランに影響を及ぼさずに既存のプロモーションを試すこと
ができる。
【００４５】
　ＲＣＥ１０において、価格プランは様々なタイプの一連のルールから成る。本発明の１
つの実施形態では５個のタイプのルール、即ち、評価ルール、ディスカウントルール、収
入共有ルール、スポンサルールおよびボーナスルールをサポートする。この実施形態では
、評価エンジン４８は５個のルールタイプ全てを処理する。これらのルールを以下のよう
に説明する。
【００４６】
　評価ルール５０が通常価格のトランザクションを規定する。例えば、ピーク放送時間（
ｐｅａｋ　ａｉｒｔｉｍｅ）の評価ルールにより、特定の期間中の購入放映時間単位に対
する通常価格を規定する。ルールを、加入者情報とトランザクション詳細に基づいてマッ
チする。通話設定料金、最小料金、単位評価当たりの固定料金、段階的／ステップダウン
評価、利用ベース／スラブ毎の評価、ロケーションベースの評価、即ち、ローミング対非
ローミング、時刻および曜日に基づく評価、加入者情報に基づく評価、即ち特別な誕生日
の評価、ならびにトランザクション情報に基づく評価、即ち、ダイヤル番号に基づく別の
評価、が存在することができる。数式および参照データを、例えばテーブルから取り込む
こともできる。
【００４７】
　ディスカウントルールにより評価価格を下げる。複数のディスカウントルールを１つの
トランザクションに適用することができる。ディスカウントルール定義は、単位ディスカ
ウント当たりの固定料金、パーセントディスカウント、段階的／ステップダウンディスカ
ウント、ロケーションベースのディスカウント、時刻／曜日に基づくディスカウント、加
入者情報に基づくディスカウント、期間ディスカウント、即ち、特定期間に対する割引評
価、および他のイベントまたはタイミング基準を含むことができる。
【００４８】
　収入共有ルールにより、料金の一部を別会社に指定することができる。例えば、政府の
税金の６パーセントまたは時間当たり０．２５セントをローカルアクセス会社に入金する
ことができる。共有量を通貨で計算し、共有口座に関連させ、ルール内で定義する。収入
を複数の口座で共有することができる。収入共有の詳細をＣＤＲに記録してバックエンド
システムにより調整する。
【００４９】
　スポンサルールによりサードパーティがトランザクションの一部または全部を支払うこ
とができる。例えば加入者が通話の開始時にプロモーションアナウンスを聞く場合、スポ
ンサ会社は通話の最初の２５セントを支払うことになる。ディスカウントルールのように
、スポンサルールによりトランザクションの評価価格を下げる。スポンサの詳細をＣＤＲ
に記録して、バックエンドまたはバックオフィスシステムにより調整する。
【００５０】
　ボーナスルールは、１００分毎の長距離利用に対して１個の無料ＳＭＳメッセージとい
った、加入者へのボーナスを管理する。ボーナスルールは、ボーナスを既存バケットに適
用すべきかどうか、または次のバケットを加入者の口座に追加すべきかどうかを定義する
。ボーナスを通貨、通話時間、ＳＭＳメッセージ数、セッション時間量、ダウンロード数
および他の形態で与えることができる。ボーナスルールを使用して加入者に対する初期バ
ケットを設定し、プロモーションを提供することができる。例えば、購入してから数日内
に新たな電話を使用すると、２５個の無料ＳＭＳメッセージのバケットを生成することが
できる。ボーナスを特定の利用後に提供することもできる。例えば、ＳＭＳ利用バケット
が所定の閾値に達した後に１０個の無料ＳＭＳメッセージを提供することができる。これ
らのボーナスは通常、トランザクションの最後に提供される。バウチャ補填により、コア
残高バケットに＄２５．０を追加すること、期限付き無料時間残高バケットを生成するこ
とのような、バウチャタイプを一連のバケット変更にマップするボーナスルールを与える
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。支払いゲートウェイ補填により、クレジット／引き落としまたはＡＴＭでの補填の実施
時にボーナスおよびプロモーションを提供するのに使用する、ボーナスルールを与える。
定期課金ボーナスルールを評価ルールと組み合わせて、サブスクリプションおよびレンタ
ル料に課金する能力を与える。即ち、ボーナスルールを使用して新規バケットを追加し、
または定期的報酬またはサブスクリプションで既存バケットを増やすことができる。
【００５１】
　ルールをルールセットにグループ化する。ルールセット内では、音声、ＳＭＳまたはデ
ータのような製品を表す複数のルールグループを定義することができる。特定のルールセ
ット内のルールと、ルールセット内の適切なルールグループのみが特定のトランザクショ
ンに対して妥当である。全てのルールに優先度を割り当て、ルールグループ内のそれぞれ
のルールの通用可能性を定義する。それぞれのルールは製品間のディスカウントおよびボ
ーナスに対する任意の加入者の任意の加入者バケットを参照することができ、加入者バケ
ットの消費順序を指定することができる。この能力により、ボーナスおよび報酬を最初に
使用し、次に活動固有の残高、最後にコア残高バケットを使用することができる。限定子
を使用してルールをさらに分割することができる。限定子には、プロフィール識別子、製
品タイプ、例えば音声、ＳＭＳまたはデータ、製品サブタイプ、例えばＭＯ（Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｏｒｉｇｉｎａｔｅｄ）、ＭＴ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ）、着メロ、
料金グループ、Ｆ＆Ｆインジケータ、ホームゾーンインジケータ、特別日、イントラグル
ープインジケータ、その他が含まれる。幾つかの限定子は、その機能が特定の加入者、例
えばＦ＆Ｆインジケータ、ホームゾーンインジケータに対して有効かどうかに依存する。
【００５２】
　上で議論したように、リアルタイム処理中に、ＲＣＳ１０は評価エンジン４８を起動し
てトランザクションを評価し、以下でさらに詳細に説明するように、ディスカウントを提
供し、ボーナスを計算する。価格プラン、残高バケット、利用バケット、ならびに時間、
日付、ロケーションおよびタイプを含むトランザクション詳細を含む加入者口座情報を評
価エンジンに与え、評価エンジンはこのデータを使用してトランザクションに関連するル
ールを決定する。関連ルールを決定すると、そのルールをそれらの優先度に基づいて以下
の順序で適用する。即ち、最高優先度の評価ルールを適用してトランザクションの基本価
格を規定し、適切なディスカウントルールを適用してトランザクションの価格を下げ、収
入共有およびスボンサルールを適用して、共有すべき、または別会社に課金すべきトラン
ザクション部分を決定し、最後に、トランザクションの終わりに、ボーナスルールを適用
して履歴情報、即ち、利用量、または現在日付／時刻に基づいて任意の新規ボーナスを計
算する。課金詳細をサービスロジック４６に返して、加入者の口座残高バケット５４と利
用バケット６４に通用する。
【００５３】
　課金はＲＣＳ１０によりトランザクション開始時に行われる。トランザクションの終わ
り、例えば通話またはデータセッションの終わりに、サービスロジック４６はＲＣＳ１０
を再度起動して料金の未利用部分を決定して加入者の口座残高に返し、任意の適切なボー
ナスを計算する。例えば、通話の開始時に、加入者に５分間で＄１．００を課金する。２
分の通話の終わりに、６０セントが加入者の口座残高に返され、１００分／月の閾値を過
ぎると５個の無料ＳＭＳメッセージというボーナスが加入者に与えられる。課金量、即ち
５分は例であり、サービスプロバイダにより完全に構成可能である。
【００５４】
　ＲＣＳ１０の評価エンジン４８は、指定バケット５３の使用を試み、評価ルール５０で
定義したリストの先頭から始めて、トランザクションに対する料金全体が支払われるかま
たは割り当てられるまでそのリストを下り続ける。第１のバケットがトランザクションの
支払いに不十分な量しか有さない場合、そのバケットは空になるまで引き落とされ、次の
バケットが残りに対して使用される。同じタイプの複数の残高バケットが利用可能である
場合、最も早い開始日に最も早い有効期限日が続く順序で、そのバケットを使用する。
【００５５】
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　加入者データベース１４に記憶した個々の加入者口座は、全ての要求データ、残高およ
びトランザクション処理機能を含む。これらのパラメータはプロフィールｉｄ、口座残高
、口座状態、口座有効期限日、望ましい言語、口座ＰＩＮ、ホームタイムゾーンを含み、
任意に、国内長距離通話の運営者、国際長距離通話の運営者、ＦＢＡ（Ｆｒｅｅ／Ｂａｒ
ｒｅｄ／ＡＩｗａｙｓ）リスト、Ｆ＆Ｆリスト、特別日機能インジケータ、インバウンド
およびアウトバウンドスクリーニングリスト、ホームゾーン機能インジケータ、ショート
コード変換リスト、ならびにその他サービスプロバイダが定義したものを含む。それぞれ
の加入者にプロフィールを割り当てることができる。プロフィールは共通の価格プラン、
サービスレベルおよび一連の機能で加入者を束ねる。
【００５６】
　口座ライフサイクル管理により、サービスプロバイダが定義した構成情報に基づいて加
入者の口座状態を管理および移行するメカニズムを提供する。全ての加入者口座は定義さ
れた口座状態を有する。この状態を全てのトランザクションに問合せ、状態遷移が必要か
どうか、および現在のトランザクションが許可されるかどうかを決定する。１つの実施形
態では、サービスプロバイダにより構成される高々１０個の状態が存在することができる
。サービスプロバイダは状態毎に、全ての関連する状態遷移ルールと、全ての可能なトラ
ンザクションとを構成することができる。デフォルトの口座ライフサイクル管理の状態を
固定の遷移ルールで定義する。「プレアクティブ」状態は、全ての加入者口座が割り当て
られる初期状態である。このプレアクティブ状態では、加入者口座は設定されているがま
だ起動されていない。構成した状態遷移ルールによると、口座を「アクティブ」状態に移
動するかまたは更新するまで、課金可能な活動を実施することができない。「アクティブ
」状態を使用して、起動されていて良い状態にある、即ち、設定闇値をコア残高が上回り
、口座有効期限日が妥当である加入者口座を示す。「猶予」状態を使用して、コア残高バ
ケットの有効期限が切れた口座を示す。口座が補填され、アクティブ状態に戻るまで課金
可能な活動は実施することができないが、緊急通話は可能である。「有効期限が切れた」
状態の口座は有効期限が切れており、システムから除去することができる。この状態では
活動を実施することはできず、緊急の活動も実施することができない。ＣＤＲを全ての状
態遷移に対して記録する。口座状態に加えて、加入者の口座を一時的に停止するために、
加入者の記録において「サスペンド」フラグが利用可能である。このフラグは通常、加入
者の携帯電話が紛失または盗難されたとき、あるいは詐欺が疑われるときに、ＣＳＲによ
り設定される。口座がアクティブ状態に戻るまで活動を実施することはできない。
【００５７】
　加入者に、複数の加入者が属するグループ口座を関連付けることができる。グループ口
座をファミリープラン、ビジネスグループ、等に使用することができる。口座機能をグル
ープレベルまたは個人レベル、即ち、メンバレベルで定義することができ、１人または複
数のメンバを、グループ管理者権限を有するとして指定することができる。グループメン
バ間のトランザクションにより限定子を設定する。その限定子を評価ルール内で使用して
、グループ内通話、ＳＭＳおよび／またはデータに対して別々に課金することができる。
３種類のグループ口座、シンプル、企業および複合がサポートされている。シンプル口座
は、あるメンバまたは加入者の組合せに存在するデータフィールドの１つ、およびグルー
プデータを有する。従って、残高をグループ口座、あるいはそれぞれの個々のメンバまた
は加入者のいずれかに関連付けることができる。企業口座は、それ自身が企業口座の一部
である部門口座に加入者を集約するバージョンのシンプルグループ口座である。複合口座
は、グループおよびメンバレベルの両方に存在する幾つかのデータフィールドを有する口
座である。例えば、グループおよび個人残高バケットの両方を複合口座で定義することが
できる。
【００５８】
　シンプルグループ口座を設定して、グループ全体に対して単一の口座残高および状態、
またはそれぞれのメンバに対して別々の残高および状態を持たせることができる。Ｆ＆Ｆ
、スクリーニング、特別日のような他の機能を何れかのレベルで構成することができる。
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１人または複数のグループメンバに管理者権限を与えて口座機能を更新させることができ
る。シンプルグループ口座を設定して限定されたユーザグループ（ＣＵＧ）とすることが
できる。この構成では、グループのメンバはグループの他のメンバのみに発信するかまた
はＳＭＳを送信することができる。グループの中で選択されたメンバはグループ外に発信
することもできる。
【００５９】
　企業グループ口座はシンプルグループ口座の拡張である。管理権限を有する１人または
複数のグループメンバがいる２つの階層をシンプルグループ口座が有する一方、企業口座
は３つの階層、例えば、企業、部門および従業員を有する。グループ管理を２つのレベル
で定義することができる。第１レベルのグループ管理者は残高、即ち、お金を第２レベル
のメンバに送金することができ、第２のレベルのメンバは残高を第３レベルのメンバに送
金することができる。シンプルグループ口座と同様に、残高および機能をグループレベル
またはメンバレベル、あるいはその両方で定義することができる。
【００６０】
　複合グループ口座はデータをグループレベルまたはメンバレベルで組織し、データのサ
ブセットを両方のレベルでサポートする。このサブセットは残高および利用データを含む
。他のデータはグループレベルまたはメンバレベルの何れかで利用可能である。評価ルー
ルによりグループまたはメンバの残高バケットから差し引くことができ、またはルールに
より最初にメンババケットから差し引くことができ、使い果たしたときはグループバケッ
トから差し引くことができ、逆もまた真である。利用量をグループレベルまたはメンバレ
ベルあるいは両方のレベルで蓄積することができる。１つの実施形態では、複合口座を、
図５に示すように、および上述のように共有グループ口座として実装する。
【００６１】
　ＲＣＳ１０はプリペイド口座およびポストペイド口座の両方を同じプラットフォーム上
でサポートする。サービスプロバイダはプロフィールベースで加入者を、プリペイドまた
はポストペイド加入者として、以下のように手数料オプション付きまたは手数料オプショ
ンなしで分離することができる。プリペイド加入者に対して、全てのトランザクションを
プリペイドトランザクションとして処理する。評価エンジン４８を起動してそれぞれのト
ランザクションを評価し、そのトランザクションに対して、加入者の口座残高内の適切な
バケット５３に課金する。全ての口座修正に対してＣＤＲを書く。ポストペイドの加入者
に対して、全てのトランザクションをポストペイドトランザクションとして扱う。サービ
スプロバイダは、サービスロジック４６を構成してトランザクションをＣＤＲに記録し、
または利用の評価および記録を実施するオプションを有する。トランザクションを評価す
る場合、口座残高を、定義された残高量、例えば＄５０．００で構成することができる。
その残高量を、残高を使い果たすまで減らし、その時点でそれ以上のトランザクションは
許可されない。デフォルトの残高量は零（０）であるが、サービスプロバイダは例えば－
＄１００の負の残高を許可することができ、その後加入者は切り離される。代替手段では
、口座残高を有効期限日で構成することができる。その有効期限日より前では全てのトラ
ンザクションが可能である。上限に達すると加入者に警告し、および／あるいはさらなる
利用を防止またはブロックするように、消費上限を定義することができる。サービスプロ
バイダはバケットを構成して、空または使い果たしたときに残すかまたは削除することが
できる。全ての口座修正に対してＣＤＲを書き、請求モジュールにより使用して加入者に
対する請求書を生成することができる。あるいは、ＧＳＭプロトコルを用いたネットワー
クでは、評価情報を（ＦｕｒｎｉｓｈＣｈａｒｇｉｎｇＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎメッセー
ジを介して）ネットワークに送信して、ＭＳＣ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃ
ｅｎｔｅｒ）のＣＤＲに含めることができる。
【００６２】
　手数料付きのプリペイド口座は、加入者が所定の手数料額を入力しなければ、全てのト
ランザクションをプリペイドトランザクションとして扱う。手数料額が提示されると、口
座を上述のようにポストペイド口座として扱う。そうでなければ、プリペイド口座として
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扱い、その結果、全ての口座修正に対してＣＤＲを書く。
【００６３】
　加入者の口座残高を補填する２つの方法を与える。ＥＤＢ１６のバウチャ管理システム
（ＶＭＳ）によりサービスプロバイダは、バウチャを補填オプションとして提供する。あ
るいは、支払いゲートウェイに対するＩＳＡインタフェースによりダイレクトクレジット
オプションを与える。ＥＤＢ１６により補填バウチャを生成し、安全に管理する。それぞ
れのバウチャは少なくとも有効期限日、例えば使用中、停止、等の状態、タイプ、有効期
限の延長、およびサービスプロバイダ識別子を含む。ボーナスルールを用いて、サービス
プロバイダはバウチャタイプを、通貨、時刻および単位、および一連のバケット変化にマ
ップすることができる。バウチャタイプをボーナスルールに関連付けることで、サービス
プロバイダは柔軟に、価格プランにより差別化できる一時的なプロモーションを提供する
ことができる。ボーナスルールを設定して、バウチャを既存の残高バケットに適用するこ
と、バケットの有効期限日を延長すること、またはバウチャを新規バケットに適用して加
入者の口座または加入者情報に追加すること、を指定することができる。バウチャの適用
要求は、ＳＭＳまたはＩＰ送信としてネットワーク、顧客プレゼンテーション層（ＣＰＬ
）を介して、またはＩＳＡインタフェース経由でＣＲＭを介しての何れかで来る。サービ
スロジック４６はバウチャを認証し、バウチャルールを適用し、金額、時間、およびダウ
ンロード数、等を、対応する残高バケット５４内の適切な口座残高に追加する。バウチャ
タイプをプロフィール識別子および一連の価格プランに結び付けることができる。特定の
バウチャタイプで加入者が補填すると、新規価格プランが加入者口座に適用されることに
なる。
【００６４】
　ＩＳＡインタフェース、例えばＣＯＲＢＡまたはＳＯＡＰ／ＸＭＬを、サードパーティ
のＩＰベースシステム、例えば顧客サービス、支払いセンタ、クレジットカード交換所と
統合して、ダイレクトクレジットを加入者の口座残高に追加することができる。クレジッ
トタイプをボーナスルールに関連付け、プロバイダは柔軟に、価格プランにより差別化で
きる一時的なプロモーションを提供することができる。ボーナスルールを設定して、クレ
ジットを新規または既存の残高バケットに適用すること、ボーナス残高バケットを加入者
の口座に追加すること、例えば＄２５．００を指定期間中に口座に追加して１０個の無料
ＳＭＳメッセージを得ること、を指定することができる。
【００６５】
　通話管理を実施せずにシステム運営者が母国に基づいて宛先番号リストを準備または有
効にすることができるように、緊急番号リストを実装することができる。全ての携帯電話
が音声通話の発信および着信を始めるとき、ダイヤル番号に対して緊急リストを検証する
。マッチが見つかると、ＲＣＳ１０を関与させずに通話を即座に接続または継続する。緊
急番号は無料であり、口座残高、口座状態または口座有効期限日と無関係に常にアクセス
可能である。一部のＭＳＣでは、緊急番号にダイヤルするとサービスの起動がバイパスさ
れるであろう。無料の番号は口座残高と無関係に常にアクセス可能であるが、禁止番号に
は加入者は決してかけることができない。常に番号には課金されるが常にアクセス可能で
ある。即ち、全てのスクリーニングはバイパスされる。
【００６６】
　サービスプロバイダは、特殊処理向けの一連の番号または局番を生成または準備するこ
ともできる。２つの別々なリストがサポートされる。一方のリストは加入者レベルのリス
トであり、他方のリストはサービスプロバイダレベルまたはプロフィールレベルで適用可
能である。音声、ＳＭＳおよびデータ、例えばＭＭＳ、サービスの発信、転送および着信
の際にＦＢＡリストを参照する。通話着信サポートにより、サービスプロバイダは顧客サ
ービスからの通話を無料として構成することができる。リスト内のそれぞれの番号に対し
て、サービスタイプおよびＦＢＡインジケータを設定する。最長前方一致検索および厳密
一致探索（ｅｘａｃｔ　ｍａｔｃｈ　ｌｏｏｋｕｐ）がサポートされる。
【００６７】
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　さらに、加入者レベルで、全てのトランザクション（音声、ＳＭＳ、データ）が禁止さ
れるカレンダまたは週次の制限集合をサービスプロバイダにより実装することができる。
様々なカレンダバイパステーブル８６を、これらのカレンダ制限に従う処理に使用するこ
とができる。１つの実施形態では、カレンダを、高々１０個の時間範囲と、制限が適用さ
れる関連する曜日とから成る集合として定義する。図６は、カレンダ制限を有するＲＣＳ
１０の実施形態を示す。通話を発信または着信すると、電話交換がシグナリングクエリメ
ッセージ（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｑｕｅｒｙ　ｍｅｓｓａｇｅ）を、ＲＣＳ１０が実装さ
れるサービスプロバイダのサーバに送信する。サーバは、発信側／受信側に関連するサー
ビスロジック４６を起動する。サービスロジック４６は、例えばサービスプロバイダ単位
、プラン単位、および加入者毎に様々なカレンダバイパステーブル８６を参照する。発信
番号（通話を発信する場合）、または着信番号（通話を着信する場合）がこれらのバイパ
スリストのうち任意にある場合、その通話を接続または継続することができる。しかしな
がら、発信番号（通話を発信する場合）、または着信番号（通話を着信する場合）がどの
これらのバイパスリストにもない場合、サービスロジック４６は当日または現在時刻に基
づいてカレンダ制限テーブル８８内の適切なセルを参照する。そのセルが、この期間が「
可能」であることを示す場合、通話を接続および継続する。しかしながら、そのセルが、
この期間が「禁止」であることを示す場合、通話をブロックまたは終了する。
【００６８】
　Ｆ＆Ｆ（Ｆｒｉｅｎｄｓ　ａｎｄ　Ｆａｍｉｌｙ）は評価オプションであり、これによ
りサービスプロバイダは、Ｆ＆Ｆリスト上の番号を行き来する通話、ＳＭＳおよびＭＭＳ
に基づいて低料金またはディスカウントを提供することができる。この機能に加入するそ
れぞれの顧客は自身の番号リストを保持する。サービスロジック４６は全ての音声、ＳＭ
Ｓ、ＭＭＳおよび他のデータトランザクションに関してこのリストを参照し、ダイヤル番
号（通話発信時）または着信者番号（通話着信時）がリスト上の番号にマッチする場合、
ＲＣＳ１０は低料金またはディスカウントを適用し、または評価ルール５０で指定される
ように特定のバケット５３に直接課金する。
【００６９】
　サービスプロバイダは、Ｆ＆Ｆリスト内の最大許容エントリに基づいてプロフィールを
構成することができる。加入者はＩＳＡインタフェース、即ち、サービスプロバイダのウ
ェブポータルに統合したＩＳＡ経由でＦ＆Ｆリストをレビューおよび更新することができ
る。Ｆ＆Ｆ機能により、サービスプロバイダに、加入者のＦ＆Ｆリスト上の番号に基づい
て特定の評価およびディスカウントルールを定義する能力を与える。ディスカウントルー
ルを用いて、Ｆ＆Ｆリスト上の人にダイヤルされた通話に１０パーセントのディスカウン
トを適用することができ、および／またはメッセージ当たり５セント低い料金をＦ＆Ｆリ
スト上の人に対するモバイル発信ＳＭＳ（ＭＯ－ＳＭＳ）に適用することができる。サー
ビスプロバイダは、加入者が自宅ネットワーク内にいるときにのみこれらのディスカウン
トおよび料金を適用するとさらに定義することができる。
【００７０】
　グループ分析は、グループメンバに対する評価およびスクリーニングのオプションであ
る。加入者がグループ口座のメンバであるとき、サービスプロバイダは、低料金またはデ
ィスカウントを定義するオプション、またはトランザクションがメンバとグループの間の
ものである場合に別のバケットから差し引くオプションを有する。加入者がグループ口座
のメンバであるとき、評価ルール５０に取り込むことができるフラグを設定する。さらに
、ＣＵＧのメンバに対して、宛先番号がＣＵＧのメンバではなく加入者がＣＵＧ内でのみ
発信および／またはＳＭＳを送信するように制限される場合、トランザクションは拒否さ
れることになる。
【００７１】
　ホームゾーンは、サービスプロバイダがそれぞれの加入者を「物理的」ロケーションに
基づいてホームゾーンに割り当てることができる評価オプションである。音声、ＳＭＳお
よびデータサービスに関して、ロケーション情報が存在するとき、サービスは加入者が自
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身のホームゾーンにいるかどうかを決定し、そうならば、ＲＣＳ１０は評価ルール５０で
指定するように低料金またはディスカウントを適用することになる。加入者のロケーショ
ンが音声、ＳＭＳまたはデータメッセージ内で与えられない場合、サービスは必要に応じ
てホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）に問い合わせて加入者の現在のロケーションを
取り出すことができる。
【００７２】
　加入者レベルで構成したインバウンドスクリーニングオプションは、許可および禁止さ
れた通話着信の両方に対するスクリーニングリストを定義する。全ての着信およびモバイ
ル着信ＳＭＳ（ＭＴ－ＳＭＳ）に関して電話番号リストを参照して、通話またはＳＭＳを
接続または拒否すべきかどうかを決定する。番号リスト全体を、許可または拒否の何れか
として指定する。加入者はこの機能を有効および無効にすることができ、ＩＳＡインタフ
ェース、即ち、サービスプロバイダのウェブポータルに統合したＩＳＡ経由でリスト上の
番号を参照および更新することもできる。
【００７３】
　加入者レベルで構成したアウトバウンドスクリーニングオプションは、許可された通話
発信およびＭＯ－ＳＭＳならびに禁止された通話発信およびＭＯ－ＳＭＳの両方に対する
スクリーニングリストを定義する。全ての通話発信およびＭＯ－ＳＭＳに関して電話番号
リストを参照して、通話またはメッセージを接続または拒否すべきかどうかを決定する。
インバウンドスクリーニングオプションと同様に、番号リスト全体を、許可または拒否の
何れかとして指定する。加入者はこの機能を有効および無効にすることができ、ＩＳＡイ
ンタフェース、即ち、サービスプロバイダのウェブポータルに統合したＩＳＡ経由でリス
ト上の番号を参照および更新することもできる。
【００７４】
　ネットワーク内通話は、サービスプロバイダがそのサービスプロバイダのネットワーク
内の番号に対する発信／着信に低料金またはディスカウントを提供できる評価オプション
である。音声通話に関して、サービスは、加入者が自宅ネットワーク内の番号にダイヤル
しているかどうかを決定し、そうならば、ＲＣＳ１０は評価ルール５０で指定するように
低料金またはディスカウントを適用するであろう。
【００７５】
　定期的な課金オプションによりサービスプロバイダは、設定した期間、例えば日次、月
次、等に従って加入者の口座から差し引く継続料金、または定期料金を請求することがで
きる。実際の料金は一連の評価ルール５０により計算する。料金を決定すると、定期的課
金に対するボーナスルールを起動して任意の適用可能なバケット更新情報を提供する。例
えば、毎月１５日に、＄２９．９９を加入者のコア残高から差し引き、５００分を加入者
の無料時間バケットに追加することができる。
【００７６】
　その日の最初のトランザクション時、加入者データベースのスキャンプロセス内に設定
した時間ベースのトリガをサービスプロバイダが起動した際、および補填時に、定期的な
課金を行うことができる。何れの場合でも、設定した期間が当日以下であるときに継続料
金を適用する。定期料金を支払うのに加入者残高が不足する場合、バウチャ、引き落とし
またはボーナスにより次の残高補填に対してその料金を請求する。サービスプロバイダは
一度または全ての未払い期間に対して未払いの請求を通知して回収することができる。さ
らに、定期変更評価ルールを定義して、全ての未払いの定期料金を保留バケットに蓄積し
て、任意の関連機能を有効なままとすることができる。補填に関して、補填ボーナスルー
ルを定義して、残高バケット５４を更新する前に保留の変更を適用することができる。Ｐ
ＰＡＤは、加入者データベース１４を定期的にスキャンしてサービスプロバイダが設定し
た条件、例えば口座有効期限が今日から１週間を越えない全ての口座、を満たすレコード
を求め、その条件に関連してサービスロジック４６を実行、例えばＳＭＳの警告を送信す
るツールである。あるいは、サービスプロバイダはこの機能を使用して、特定の条件、例
えば有効期限が切れた状態にある加入者の数または全ての加入者口座残高の合計、を満た
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す加入者のレポートを生成することができる。継続料金、加入料金および口座への警告を
このツールを用いて実装することができる。
【００７７】
　消費制限オプションにより、サービスプロバイダは加入者レベルで、一連の消費制限ま
たは消費制限許容量および関連利用バケットを定義することができる。利用バケットを、
サービスプロバイダの評価プランに従ってそれぞれのトランザクションで増やすことがで
きる。消費制限許容量を利用警告と関連して使用し、利用量が設定レベルを超えるときに
加入者に通知する。この機能を用いて、加入者は自身のプリペイド利用またはポストペイ
ド利用を監視することができ、必要ならば、制限を超過した場合に自動的に利用を止める
ことができる。
【００７８】
　利用を追跡することにより、加入者は特定のバケットを用いた特定の通話に関する費用
を追跡することができる。この機能を使用して、例えば個人的な利用と仕事上の利用を分
離すること、あるいは特定のプロジェクトまたは顧客に関連した利用を特定することがで
きる。加入者が電話をかけると、その通話の総費用が適切な利用バケットに追加される。
２つの利用追跡方法を与える。「局番による」追跡では、加入者は実際にダイヤルする宛
先の前に、サービスプロバイダが定義した一連の局番コードの１つを入力する。それぞれ
の局番コードを使用して、通話費用の追跡に使用される利用バケットを特定する。通話を
宛先に送るようＭＳＣに指示する前に、ダイヤルした局番をダイヤル番号列から除去する
。「ダイヤル番号による」追跡では、宛先番号のリストを利用バケットにマップする。こ
のマッピングを加入者レベルで構成する。高々５個の宛先番号を定義することができる。
蓄積した利用追跡バケットの値を、ＳＭＳまたはＳＡＭ　ＩＳＡ経由で取り出し、リセッ
トすることができる。
【００７９】
　ＲＣＳ１０のデータおよびレポートシステム（ＤＲＳ）コンポーネントは、ＣＤＲおよ
びシステムに対する集計ポイントの役割を果たし、測定値を提供する。ＤＲＳはデータ取
り出し、フォーマットおよび出力に関するアドホックなレポート生成もサポートする。詳
細なレコードおよび測定値を設定期間、例えば１０日間記憶し、直接利用するかまたはデ
ータウェアハウス２２に（ＳＱＬＮｅｔ経由で）ダウンロードすることができる。あるい
は、詳細なレコードを、ｆｔｐ、ｔｆｔｐ、ｒｃｐ、ＣＤ／ＤＶＤに焼くこと、等のよう
なファイル転送ユーティリティを用いて従来の収集システムに転送することができる。
【００８０】
　ＲＣＳ１０は加入者口座の全ての更新情報に対してサンプルまたは詳細レコードを生成
する。詳細レコードを請求、オンライン通話ログに使用して、通話パターンを分析し、課
金問題を解決することができる。サンプルを、（ｉ）通話の終わり、（ｉｉ）ＳＭＳの送
信時、（ｉｉｉ）着メロのダウンロード時、（ｉｖ）データセッションの終わり、（ｖ）
全ての口座の更新時、（ｖｉ）補填時、および（ｖｉｉ）任意のエラーに対して、記録す
る。全てのサンプルはサービスプロバイダにより完全に構成可能であり、ＤＲＳに記録す
るか、またはファイル転送ユーティリティを用いて従来の収集システムに転送することが
できる。全てのトランザクションに対して、デフォルトのサンプリング構造が利用可能で
あり、トランザクションに関する全ての利用可能な情報、例えば通話タイプ、ダイヤル番
号、加入者のロケーション、通話費用、等を含む。サービスプロバイダはサンプリング構
造をカスタマイズして、カスタマイズした詳細レコードの生成を可能とすることができる
。このカスタマイズにより、プリペイドサービスの残りに修正を加える必要なしにサンプ
ルを生成する際の柔軟性が最大になる。
【００８１】
　ＳＰＡＣＥシステムは、加入者レコード、ＥＣＢバウチャおよび評価ルール５０の準備
および管理に使用する要素マネージャである。ＳＰＡＣＥの機能にはＳＰＡＣＥサービス
生成環境が含まれる。そのＳＰＡＣＥサービス生成環境を使用して、サービスデータを管
理および構成し、ＣＡＳオンボードデータベースに対する変更を有効にする。ＳＰＡＣＥ
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　ＩＤＬインタフェースＳＩＩはオープンＣＯＲＢＡインタフェースであり、これを使用
して外部プロビジョニングシステムおよびＯＳＳ／ＢＳＳシステムは加入者レコードをＣ
ＡＳオンボードデータベースに供給することができる。ＥＤＢ１６はバウチャレコードを
安全な方法で保持し、バウチャ／ＰＩＮ番号を検証し、使用したバウチャを補填時にリア
ルタイムに印付けする。ルールセット管理は、ＣＡＳオンボードデータベースに対して、
ルールセットを有効にするために用い、ＲＣＳ１０ルールエディタを用いて生成される一
連のツールである。ＳＰＡＣＥ上で供給し、ＣＡＳクラスタに対して有効にすると、加入
者口座情報に対する任意の更新情報、例えば、バケット変更をＳＡＭ　ＩＳＡインタフェ
ースを介して生成しなければならない。
【００８２】
　従って、ＲＣＳ１０を使用して、評価ルール５０およびボーナスルールの組合せを用い
て定義できる加入プランを実装することができる。例として、＄３９．９９／月の加入プ
ランを、加入者が５００分の無料時間、５００分のオフピーク時間および無制限のＳＭＳ
メッセージを受け取るように定義することができる。この例では、加入者は表１に示すよ
うに少なくとも４個の残高バケット５４、即ち、コア、無料時間、オフピーク時間、およ
びＭＯ－ＳＭＳ加入を必要とする。加入者はさらに表２に示すように少なくとも４個の利
用バケット６４、即ち、月次消費金額、月次ピーク時間、日々の時間、月次ＳＭＳを必要
とする。
【００８３】
【表１】

【００８４】
【表２】

【００８５】
　ボーナスルールを定義して、５００分を無料時間およびオフピーク時間バケットに追加
し、無料時間、オフピーク時間およびＭＯ－ＳＭＳ加入バケットに対して１ヶ月だけ有効
期限日を延長することができる。＄３９．９９をサービスプロバイダに支払うとボーナス
ルールを外部システムにより起動することができ、定期料金を設定してボーナスルールを
月次ベースで自動的に起動することができる。ボーナスルールと関連して、評価ルールを
音声およびＳＭＳに対して定義し、適切なバケット内の有効期限評価が妥当である限り零
（０）を課金する。全ての他の料金、例えば、ＭＴ－ＳＭＳおよび着メロダウンロードは
、コアバケットに対する料金である。
【００８６】
　ボーナスルールを用いると、サービスプロバイダは迅速且つ容易に特別な提供またはプ
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数、データセッション時間、着メロダウンロード数、即ち、サービスプロバイダにより定
義した任意の種類の単位で与えることができる。プロモーションボーナスを、１人の加入
者により実現することができ、または複数の加入者によりグループ口座に蓄積することが
できる。多種類のプロモーションを定義することができ、そのプロモーションには時間ベ
ースのプロモーションおよび利用ベースのプロモーションが含まれるがこれらに限定され
ない。時間ベースのプロモーションには、ある特定の期間内に口座を有効にした際に５個
の無料ＳＭＳメッセージを提供すること、ある特定の量のディスカウントをある特定の国
に対する全ての発信または着信に与えること、およびプロモーション期間中にある特定の
国に発信する人にボーナス時間を与えることが含まれる。他の時間ベースのプロモーショ
ンを生成することもできる。サンプルの時間ベースのプロモーションでは、加入者に１週
間無料のＳＭＳメッセージを与え、その後、加入者に月次のＳＭＳ料金を請求する。サー
ビスプロバイダは自身のウェブサイトでプロモーションを提供することができる。加入者
がウェブサイト上でサインアップすると、ＩＳＡメッセージをＲＣＳ１０に送信して、新
規バケットを加入者の口座に直接加えるか、またはボーナスルールを起動して新規バケッ
トを加えるかの何れかを行う。例えば、指示されれば、ＲＣＳ１０は加入者の口座に、ボ
ーナス提供日から７日間の有効期限日付きの「ボーナスＳＭＳ」に関する新規バケットを
追加する。同時に、別のＩＳＡメッセージを送信して、ボーナス提供日から７日で開始す
る、加入者への定期料金を加えることができる。
【００８７】
　利用ベースのボーナスには、ある特定の数のメッセージを送信した後に幾つかの無料Ｓ
ＭＳメッセージ、例えば最初の５０個の後に５個の無料メッセージを提供すること、また
は＄５．００超を週末に使った場合に５分の無料音声通話のボーナスを提供することが含
まれる。
【００８８】
　さらに多くの利用ベースのプロモーションを生成することができる。１つのサンプルプ
ロモーションでは、＄５０．００をひと月に使った加入者に、１５日で有効期限が切れる
１０個のボーナスＳＭＳメッセージを与える。このプロモーションを実装するため、ボー
ナスルールは、ボーナス提供日から１５日間の有効期限日付きのボーナスＳＭＳに対して
新規バケットを定義する。同時に、サービスプロバイダは新規評価ルールを定義すること
ができる。この新規評価ルールにより、支払われたＳＭＳバケットの前に、且つ加入者が
ネットワーク上からネットワーク上へＳＭＳメッセージを送信しているときのみに、この
バケットを使用することができる。
【００８９】
　別のサンプルプロモーションにより、＄２５．００の追加で加入者に５個のＳＭＳメッ
セージを提供し、＄２５．００以上の追加で１０個の無料ＳＭＳメッセージを提供する。
このプロモーションを実装するため、ＲＣＳ１０は、ボーナス提供日から３０日間の有効
期限日付きのボーナスＳＭＳに対して新規バケットを生成する。再度、サービスプロバイ
ダは新規評価ルールを定義することができる。この評価ルールにより、支払われたＳＭＳ
バケットの前に、且つ加入者がネットワーク上からネットワーク上へＳＭＳメッセージを
送信しているときのみに、このバケットを使用することができる。
【００９０】
　本発明を特定の実施形態で説明したが、本発明は上記実施形態により限定されると解釈
すべきではなく、添付請求項に従うと解釈すべきであることは理解されるべきである。
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